


自己紹介



「販売管理システムに使えるAI-OCR」



導入効果

※お客様とのPoCを通じて、FAXの注文件数が
最も高い取引先に限定した際の時間削減効果



業務効率の向上
五月雨式の処理から、まと
めて一括処理するフローへ
変革

入力時間の削減
手入力の負担を大幅減ら
し、コア業務の時間を確保

精度の向上
入力作業ではなく「確認作
業」にシフトすることで客
観的なチェックが可能に

導入効果





並行処理による非効率
受注入力と並行して、納期・在庫確認など
の顧客対応が発生
作業が分断され、時間が掛かってしまう

場所の制約
紙（FAX）処理のため、事務所への出社が
必須

中小企業の75.8%は受発注業務でFAXを利用
出典:帝国データバンク/経産省



受注業務の効率化に向けた取り組み

EDIへの切り替えは進んでいる
しかし、現実はFAXが主流のまま

だからこそ…

FAX対応の効率化は、
業務改善の余地が大きい

EDI（電子データ）

アナログ
（FAX・メール・電話）



AI-OCR×販売管理システム



商品名・顧客名を
マスターコードへ紐付け

販売管理システムへ自動連携AI-OCR



①注文書のPDF読取

AI-OCRの読取結果をテキストデータ化



②自社コード変換

過去に変換実績が無いコードは、
担当者が確認し入力、コード情報を補完

マスタ登録済データや、過去に変換済データは
自動的に自社コード変換



③システム連携

自社コード変換したデータをシステム連携



最大の課題:表記揺れへの対応

人が経験で補っていた部分をどのようにシステム化するか?

焼肉セット（鳥・みそ味）



表記揺れへの対応:変換パターンをマスタ化

新しいパターンも一度登録すれば、次回以降は自動紐付け

焼肉セット（鳥・みそ味）




